
  

新年、あけましておめでとうございます。 

 保護者・地域の皆さまには、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご協力を賜り、心より感謝申し

上げます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。生徒の皆さんも、新しい年の始まりにあたり、それ

ぞれが目標や決意を胸に、三学期を迎えていることと思います。三学期は一年のまとめであると同時に、

次の学年、次の進路へ向かう大切な準備の時期です。 

 近年、「子どもの社会参画」という考え方が大切にされています。令和５年に施行されたこども基本法で

は、子どもが社会の一員として意見を表明し、その意見が尊重されることが明確に位置付けられました。

子どもは守られる存在であると同時に、社会を支え、未来をつくる主体でもあります。 

 本校では、この考えを学校教育の柱の一つとして捉え、学校教育の様々な場面で、生徒と教職員が共に

つくり上げることを大切にしてきました。校則の見直し、学校行事の準備・運営等を通して、生徒たちは

自分たちの考えを出し合い、話し合い、決定し、行動しています。 

 その中で私たち大人が改めて気付かされるのは、子どもたちの力は大人が思っている以上に大きく、そ

の発想力は時に大人以上であるということです。中学生ならではの純粋な気持ちで課題に向き合い、「より

よくしたい」「誰かの役に立ちたい」と真剣に考える姿は、大変素晴らしく、私たち大人の心を動かします。

そうした一人一人の思いこそが、学校や地域を前向きに変えていく原動力だと感じています。 

 １２月２５日に、２年生の各クラスの代表が、企業と一緒に考えたビジネスアイデアを提案する「さい

たまカップ」に出場し、２年３組の代表がグランプリを受賞しました。２年生は、半年間かけて企業とと

もにプランを練り上げたのですが、どの生徒も意欲的に取り組み、楽しみながら課題対

応能力や社会形成能力等を身につけることができました。この経験は、本校の学校教育

目標である「力強く生き抜く生徒の育成」と深く結びついています。自ら考え、行動し、

他者と協働しながら課題に向き合う力は、これからの社会を生き抜くために欠かせな

い力です。 

 三学期も、学校・家庭・地域が力を合わせ、子どもたちの可能性と主体性を大切に育ててまいります。

本年が、生徒の皆さんにとって、そして地域の皆さまにとって、実り多い一年となることを心より願って

おります。 
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＜地域の皆様へお知らせ＞ 

第２回学校運営協議会で話し合われた「通学路の安全」についてですが、校舎の敷地と第二グラ 

ウンドの間にある日進駅に続く道は、宮前中学校の敷地となっております。そのため、生徒は道路 

の校舎側を歩行するように指導しております。地域の皆様には御理解いただき、通行時は安全に注 

意していただきますよう、よろしくお願いいたします。 

１月の行事予定 

 

お知らせ 

〇１月８日（木）より、２年４組担任 市河 勇太 が育児休暇から復帰いたしました。 

〇１月８日（木）より、１年副担任 福島 花菜 が産前休暇に入りました。 

〇前号でもお知らせしましたが、１月８日（木）より、体育館の空調工事（エアコン設置工事）によ 

り、完全に体育館の使用ができなくなりました。工事期間は、３月までを見込んでおり、卒業式で 

は使用できる予定です。この期間は、工事車両の出入りが多くなりますので、登下校等十分注意す 

るよう、各ご家庭でもご指導をよろしくお願いいたします。また、授業や部活動でもご不便をおか 

けしますが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

※工事期間中の部活動は、近隣の小、中、高等学校の体育館を利用させていただく予定です。各部活

の活動詳細につきましては、顧問にご確認ください。 
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